
○R３２新西山崎交差点（死傷事故率 県内９位）
事故形態：県道からR３２へ流入する右折車両の事故

対策：減速サインの設置、右折導流路のカラー化、注
意喚起看板の設置

○R１１東山崎交差点（死傷事故率 県内１位）
事故形態：R１１から長尾方面への右折車両の事故

対策：信号機設置（中央分離帯）、右折導流路カラー
化、注意喚起看板の設置

【信号機及び注意喚起看板設置】 【右折導流路カラー化】
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※死傷事故率はH１７～H20の平均値

参考資料

信号機

注意喚起看板

徐々に間隔を狭め、
視覚的効果により
減速を促す。

注意喚起看板

【減速サインの設置】

【右折導流路カラー化及び注意喚起看板設置】



○Ｒ３２峰山口交差点～福家高架橋の区間
中央分離帯開口部の閉塞を検討

○開口部の閉塞方針の検討、閉塞箇所の選定
→事故の危険度が高い箇所、利便性に支障が

生じない箇所等で住民理解が得られた箇所を閉塞

○中央分離帯閉塞に伴う影響把握
→事故状況、開口部構造、背後地状況を整理

○評価項目による整理（事故の危険度、必要度）
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開口部の対策実施フロー

【対策前】 【対策イメージ】

位置図




